
�

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
進
党
）

❶
学
童
保
育
の
大
規
模
化
は
子
ど

も
を
真
ん
中
に
お
い
て
、
党
派
を
超

え
て
議
会
も
行
政
も
保
護
者
も
知
恵

を
合
わ
せ
て
解
決
す
べ
き
課
題
。
ア

み
ど
り
学
童
の
ラ
ン
ド
セ
ル
置
き
場

が
不
足
し
、
エ
ア
コ
ン
か
ら
水
漏
れ

し
て
い
る
状
況
を
新
年
度
ま
で
に
早

急
に
対
応
す
べ
き
。
イ
学
童
保
育
所
、

学
校
施
設
、
児
童
館
を
含
め
た
新
た

な
放
課
後
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
る

べ
き
。
ウ
放
課
後
子
ど
も
教
室
拡
充

に
は
担
当
の
熱
意
と
予
算
拡
充
が
必

要
と
な
る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

児
童
青
少
年
担
当
部
長　

ア
可
能

な
範
囲
で
対
応
し
、
来
年
度
に
大
規

模
修
繕
を
実
施
す
る
予
定
。

教
育
長　

イ
総
合
教
育
会
議
で
基

本
的
な
考
え
を
ま
と
め
て
い
く
。

市
長　

ウ
関
係
者
の
声
に
丁
寧
に

耳
を
傾
け
、
充
実
さ
せ
て
い
く
。

❷
コ
コ
バ
ス
の
総
合
的
見
直
し
に

つ
い
て
。
ア
新
た
な
基
本
方
針
の
下
、

既
存
５
路
線
全
て
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

作
り
直
す
べ
き
。
イ
地
域
で
異
な
る

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

ア
今
、
公
共
施
設
を
再
編
す
る
と

い
う
段
階
に
入
っ
た
と
み
て
良
い
か
。

イ
新
庁
舎
や
（
仮
称
）
新
福
祉
会
館

は
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
中
心
拠

点
に
な
る
。
こ
れ
ら
を
単
な
る
建
物

で
は
な
く
、
経
営
資
源
と
し
て
捉
え

て
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
向
け
て
挑
戦

す
べ
き
で
は
。
ウ
市
の
固
定
資
産
台

帳
を
整
備
し
、
管
理
し
て
保
有
す
る

資
産
と
、
貸
し
出
し
て
収
入
を
生
む

も
の
、
事
業
展
開
し
て
収
入
を
得
る

も
の
と
い
う
よ
う
に
経
営
資
源
を
分

類
・
整
理
し
て
は
。

庁
舎
建
設
等
担
当
部
長　

ア
新
庁

舎
建
設
、（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
、

清
掃
関
連
施
設
の
再
整
備
と
い
う
課

題
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
施
設
の

老
朽
化
の
対
応
と
配
置
の
変
更
だ
。

今
、
公
共
施
設
の
再
配
置
が
始
ま
っ

て
い
る
。
イ
提
案
は
、
今
後
の
サ
ー

ビ
ス
需
要
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
。
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
針
の
下
、
意
識

を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
。
ウ
固
定

�

沖
浦
あ
つ
し
（
こ
が
あ
す
）

小
金
井
市
け
や
き
通
り
商
店
会
が

近
隣
福
祉
施
設
に
声
を
掛
け
て
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
、
認
知
症
高
齢

者
等
の
徘
徊
に
対
し
て
行
う
地
域
の

誰
も
が
協
力
で
き
る
公
益
事
業
「
み

ま
も
り
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
紹

介
と
そ
の
事
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

ア
認
知
症
の
可
能
性
が
あ
る
方
は
市

内
で
何
名
と
把
握
し
て
い
る
か
。
イ

�

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
進
党
）

❶
来
年
の
市
制
施
行
60
周
年
を
機

に
、
ア
東
小
金
井
駅
発
車
メ
ロ
デ
ィ

ー
を
小
金
井
ゆ
か
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
も
の
へ
変
更
す
る
こ
と
、
イ
外
部

の
知
見
を
導
入
し
て
行
う
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
し
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長　

ア
オ
リ
ジ
ナ
ル

発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
市
民
に
愛
さ
れ

る
も
の
へ
の
変
更
を
研
究
し
て
み
た

ニ
ー
ズ
を
直
接
把
握
す
る
た
め
、
職

員
が
各
地
域
に
出
向
く
べ
き
。
ウ
３

年
間
で
プ
ラ
ン
を
決
定
す
る
必
要
が

あ
り
、
本
格
的
に
進
め
る
べ
き
。

都
市
整
備
部
長　

ア
現
状
の
路
線

変
更
で
は
な
く
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
新
た

に
構
築
す
る
。
イ
各
地
域
に
出
向
き
、

地
域
の
方
々
と
意
見
交
換
し
た
い
。

市
長　

ウ
担
当
に
内
容
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
検
討
を
指
示
し
て
い
る
。

紹
介
し
た
事
業
に
つ
い
て
の
感
想
は
。

ウ
事
業
の
普
及
・
促
進
の
た
め
に
、

費
用
の
援
助
や
周
知
、
Ｐ
Ｒ
を
。
エ

今
後
の
高
齢
者
福
祉
の
在
り
方
は
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
正
確
な
把
握

は
難
し
い
が
、
平
成
28
年
度
末
時
点

で
２
千
760
人
。
イ
住
民
参
加
型
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
に
つ
な
が
る
大
変

有
意
義
な
取
組
で
あ
る
。
ウ
先
進
市

の
取
組
状
況
を
参
考
に
、
研
究
・
検

討
し
た
い
。

市
長　

エ
市
民
の
力
、
地
域
の
力

を
い
か
す
た
め
、
福
祉
と
連
携
し
た

取
組
に
対
し
て
支
援
で
き
る
よ
う
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
は
、
市

民
共
通
の
願
い
で
あ
り
、
地
域
に
お

け
る
支
え
合
い
体
制
の
構
築
は
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
を
図

る
上
で
不
可
欠
な
取
組
で
あ
る
。
認

知
症
へ
の
速
や
か
な
対
応
及
び
予
防

の
啓
発
も
重
要
で
、
関
係
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
た
い
。

い
が
、
実
現
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

と
考
え
る
。
イ
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
効
果
的
、
効
率
的
に
進
め
て

い
く
上
で
は
、
専
門
的
知
識
、
経
験
、

人
脈
等
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
で
、

高
い
専
門
性
が
あ
る
広
告
代
理
店
等

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
と
の
連
携
に

つ
い
て
も
、
本
市
の
現
状
か
ら
考
え

て
適
当
な
の
か
の
研
究
等
も
必
要
。

❷
来
年
10
月
に
開
設
５
周
年
を
迎

え
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
き
ら

り
が
実
施
す
る
事
業
の
課
題
は
。

福
祉
保
健
部
長　

一
時
預
か
り
事

業
は
、
部
屋
の
確
保
が
困
難
で
、
実

施
が
難
し
く
、
課
題
で
あ
る
と
認
識
。

保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
は
、
対
象

施
設
で
の
認
知
度
が
低
く
、
保
護
者

か
ら
は
手
続
き
が
煩
雑
と
の
声
も
聞

か
れ
、
こ
れ
ら
が
利
用
者
数
が
伸
び

な
い
要
因
と
分
析
。
地
域
自
立
支
援

協
議
会
等
で
の
周
知
を
図
り
た
い
。

■
そ
の
他
、「
消
防
団
員
の
確
保
に

つ
い
て
、
市
内
大
学
等
と
の
連
携
の

検
討
を
始
め
な
い
か
」
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

❶
７
月
末
で
西
友
が
閉
店
と
な
り
、

北
口
の
今
後
に
つ
い
て
市
民
か
ら
不

安
の
声
が
届
い
て
い
る
。
ア
再
開
発

の
検
討
状
況
は
。
イ
商
業
ビ
ル
の
利

用
計
画
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、
有
効

な
利
用
が
で
き
な
い
か
。
ウ
駐
輪
場

は
今
後
も
利
用
で
き
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

ア
様
々

な
観
点
か
ら
の
再
検
討
が
必
要
に
な

る
と
聞
い
て
い
る
。
市
と
し
て
は
支

援
を
続
け
た
い
。
イ
今
後
、
事
業
の

進
捗
次
第
で
は
、
検
討
の
余
地
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
整
備
部
長　

ウ
平
成
30
年
１

月
末
ま
で
の
契
約
と
な
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
利
用
で
き
る
よ
う
対
応
し

て
い
き
た
い
。

❷
寄
附
の
目
的
が
明
確
で
、
か
つ
、

税
額
控
除
の
対
象
と
も
な
る
、
ふ
る

さ
と
納
税
型
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
（
ガ
バ
メ
ン
ト
Ｃ
Ｆ
）
を
活

用
し
、
小
金
井
ら
し
く
、
市
民
全
体

で
、
魅
力
あ
る
事
業
を
盛
り
立
て
て

い
く
取
組
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

市
に
と
っ
て
有
効
な
選
択

肢
の
１
つ
だ
と
考
え
る
。
多
く
の
人

の
思
い
を
つ
な
い
で
い
く
素
晴
ら
し

い
取
組
で
あ
る
。
具
体
的
に
ど
う
い

う
内
容
に
つ
な
げ
て
い
け
る
か
、
知

恵
を
絞
り
た
い
。

■
そ
の
他
、「
さ
く
ら
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
」
の
今
後
の
活
用
及
び
展
開
、

学
童
保
育
の
大
規
模
化
へ
の
具
体
的

な
対
応
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

資
産
台
帳
の
整
備
は
進
め
て
い
る
。

老
朽
化
し
た
施
設
の
場
合
で
も
、
同

じ
用
途
で
使
い
続
け
る
の
か
、
更
新

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
経
営
資
源
と
す

る
の
か
、
同
様
の
考
え
を
全
て
の
施

設
に
適
用
さ
せ
る
の
か
等
々
、
こ
れ

ら
は
本
市
の
公
共
施
設
全
体
に
係
る

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
公
的
資
産
を

経
営
資
源
と
し
て
捉
え
た
活
用
に
つ

い
て
今
後
し
っ
か
り
検
討
し
た
い
。

（ 4面～ 7面）
9月 5日、6日、7日、8日

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（市議会民進党）　小金井市議会民進党
（緑・市民自治）　緑・市民自治こがねい
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市 民 会 議）　こがねい市民会議
（情 報 公 開）　情報公開こがねい
（改 革 連 合）　改革連合
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（こ が あ す）　小金井の明日をつくる会

「
運
営
」か
ら

「
経
営
」へ
発
想
転
換
を

コ
コ
バ
ス
総
合
的
見
直
し
と

学
童
大
規
模
化
を
問
う

武
蔵
小
金
井
駅
北
口
の

今
後
に
つ
い
て

地
域
で
支
え
る

安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
の
魅
力
発
信
と
子
ど
も
福
祉

施
策
検
証
の
現
状
は

７
月
末
で
閉
店
と
な
っ
た
武
蔵
小

金
井
駅
北
口
の
大
型
店
舗

大
規
模
化
す
る
学
童
保
育
所
の
現

場

新
庁
舎
竣
工
の
暁
に
は
見
極
め
の

対
象
と
な
る
本
庁
舎
敷
地

市 議 会 だ よ り ― 4 ―平成29年（2017年）11月28日発行 （258号）


